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第１章　はじめに

この資料はシステム監視用ＩＳＡバスカードＡＳ－８４１０　ＲＥＶ．Ｄ

の使い方を説明するものです。使用に先立ちカード上のジャンパ設定を正し

く行なう必要があります。

１・ 1　概 要

ＡＳ－８４１０は、ＦＡシステムの信頼性を向上させるための電源電圧、

温度、空冷ファン回転を検出する機能をもったカードです。加えて、ＢＩＯ

Ｓ動作確認用のＰＯＳＴコード表示とエラー表示機能をもっています。

オプションで Disk On Chip２０００タイプのフラッシュ・メモリ・ディ

スクも搭載可能です。

異常発生時には、ホストＣＰＵに対し割り込みを発生して知らせると共に、

カード上のＲＳ２３２シリアル・インタフェースで外部のコンピュータに対

しエラーコードを送信することもできます。

１・２　特 徴

●　＋５Ｖ、－５Ｖ、＋１２Ｖ、－１２Ｖ　４電源の電圧監視機能

●　基板温度および外部センサ（オプション）による温度監視機能

●　２個の空冷ファン回転検出機能

 ●　検出異常内容を表示するＬＥＤ ８個

 ●　入出力　各１ラインの絶縁ポート

 ●　メインＣＰＵとの通信は、Ｉ／Ｏマップの２ポートＲＡＭ

 ●　ＢＩＯＳ　ＰＯＳＴコード表示ＬＥＤディスプレイ　２桁

●　ＤＯＣ２０００フラッシュメモリディスク搭載用ソケット（フラッシュ

メモリは未搭載）

●　異常通知用のＲＳ２３２シリアルポートをＲＳ４２２差動方式に交換可

能（オプション）

 



3

 １・３　仕 様

 

 ●　語長

 　　データ８ビット

 　　入出力アドレス　１６ビット（１０ビットデコードにも対応）

 　　連続４ポートを占有

●　電圧検出機能　（検知誤差範囲は出荷時の標準値）

　　＋５Ｖ　　（エラー検知範囲　±５％以上）

　　＋１２Ｖ　（エラー検知範囲　±１０％以上）

　　－１２Ｖ　（エラー検知範囲　±１０％以上）

　　－５Ｖ　　（エラー検知範囲　±１０％以上）

●　温度検出機能

　　基板温度　　　　０～８０℃　　(エラー検知温度　＋６０℃以上）

　　外部センサ温度　０～１００℃　(エラー検知温度　＋９０℃以上）

　　（オプションのナショナルセミコンダクタ社製　ＬＭ３５ＤＺ使用）

●　ファン回転検出

　　２チャンネル　（オープンコレクタ型のセンサ出力を接続）

●　ＢＩＯＳ　ＰＯＳＴコード表示

　　緑色　７セグメントＬＥＤ　２桁　ヘクサデシマル表示

●　エラー内容表示

　　赤色　ＬＥＤ　８個　（エラ－内容ごとに表示）

 ●　バス規格

 　　ＩＳＡ ８ビット

 ●　ＩＳＡバスクロック

 　　８ＭＨｚまで対応

 ●　動作電源

 　　＋５Ｖ ±５％  １．０Ａ最大（但し、検知回路電源は含まず）

 ●　動作温度範囲

 　　０～＋７０℃（但し、結露せぬこと）
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●　カード寸法

　　横寸法 １８５ｍｍ

　　縦寸法 １２２ｍｍ

　　ＩＳＡバス １スロットを占有

 ●　ＩＳＡバスエッジコネクタ

 　　６２ピン＋３４ピン 両サイド ２．５４ｍｍピッチ

 ●　ＲＳ２３２／ＲＳ４２２コネクタ

 　　９ピン　２列　ＤＳＵＢコネクタ

●　絶縁信号入出力コネクタ

　　９ピン　２列　ＤＳＵＢコネクタ

●　ファン回転検出コネクタ

　　３ピン  １列  ２．５ｍｍピッチ ベース付きポスト

●　外部温度センサコネクタ

　　３ピン  １列  ２．５ｍｍピッチ ベース付きポスト

●　外部電圧検出コネクタ（オプション）

　　３ピン  １列  ２．５ｍｍピッチ ベース付きポスト

●　リセット信号出力コネクタ

　　２ピン  １列  ２．５ｍｍピッチ ベース付きポスト
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第２章　ジャンパ設定

この章では、ＡＳ－８４１０を使用する場合に必ず行わなければならない

設定について説明します。

２・１　ベースＩ／Ｏアドレスの設定

ホストＣＰＵから見たＩ／Ｏアドレスは、Ａ０～Ａ１５までの１６ビット

もしくはＡ０～Ａ９までの１０ビットが有効です。Ａ０，Ａ１の２ビットで

表２・１に示すようにカード上のポートを指定します。

Ａ２～Ａ９までの８ビットについてはジャンパポストＰ１の設定、Ａ１０

～Ａ１５までの６ビットについてはジャンパポストＰ２の設定によりユーザ

が指定します。ＩＳＡプラグ＆プレイ機能は使用していませんので必ずＰ１，

Ｐ２のジャンパ設定によってアドレスを指定して下さい。

表２・１　ポートの割り当て

Ｉ／Ｏアドレス ポート

ＸＸＸＸＸＸＸＸ００ｂ 予約（読み書き可）

ＸＸＸＸＸＸＸＸ０１ｂ エラーステータス（読み出し専用）

ＸＸＸＸＸＸＸＸ１０ｂ ウオッチドグタイマクリア（書き込み専用）

ＸＸＸＸＸＸＸＸ１１ｂ コマンド（書き込み）

データ（読み出し）

　ジャンパポストＰ１の設定

　１□　□16   address bit ２  （接続するとこのビットが０で選択）

　２□  □15   address bit ３  （     〃      ）

　３□　□14   address bit ４　（     〃      ）

　４□  □13   address bit ５  （     〃      ）

　５□  □12   address bit ６  （     〃      ）

　６□  □11   address bit ７  （     〃      ）

　７□  □10   address bit ８  （     〃      ）

　８□  □９   address bit ９  （     〃      ）
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　ジャンパポストＰ２の設定

　１□  □14   address bit 10   (接続するとこのビットが０で選択)

　２□  □13   address bit 11  （     〃      ）

　３□  □12   address bit 12  （     〃      ）

　４□  □11   address bit 13  （     〃      ）

　５□  □10   address bit 14  （     〃      ）

　６□  □９   address bit 15  （     〃      ）

　７□  □８   １６ビットアドレス選択（接続１６ビット指定／無接続

                                     １０ビットアドレス指定）

例えば、１０ビットアドレス指定で１８０ｈ番地をボードアドレスとする

には、Ｐ１の８－９，５－１２，４－１３，３－１４，２－１５，１－１６

をジャンパ接続し、Ｐ２はすべて無接続とします。その場合、ＡＳ－８４１

０は、ホストＣＰＵのＩ／Ｏポートアドレス空間の１８０ｈ～１８３ｈを占

有します。

２・２　監視条件の選択

ＡＳ－８４１０には電源電圧，温度，ファン回転検出といった８項目の監

視項目があります。監視は約１．５秒ごとに更新されています。

出荷時は８項目とも監視対象になっていますが、ユーザで使用しない項目

について監視対象から外すことができます。監視の有無はジャンパポストＪ

３の設定で可能です。表２・３に監視対象とＪ３のピン設定の対応を示しま

す。監視対象から外したい項目はジャンパポストＰ３の指定個所をジャンパ

接続して下さい。

監視禁止項目 ジャンパポストＰ３

＋５Ｖ電源 １－１６　接続

＋１２Ｖ電源 ２－１５　接続

－１２Ｖ電源 ３－１４　接続

－５Ｖ電源 ４－１３　接続

基板温度 ５－１２　接続

外部温度センサ ６－１１　接続

ファン１ ７－１０　接続

ファン２ ８－９　　接続
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なお、電源投入時にエラー表示ＬＥＤが１回づつシリアルに点灯するのは

ファームウエアの動作確認用ですので、エラーを検知したわけではありませ

ん。

２・３　割り込みレベルの設定

ＡＳ－８４１０は２・６項で説明した監視条件の中で何らかの異常を検出

するとＩＳＡバスで接続されたホストＣＰＵに対し割り込みを発生すること

が可能です。

割り込みレベルはジャンパポストＰ４の設定によります。割り込みを使用

する場合、表２・４に示す何れか１ヶ所のみをジャンパ接続して下さい。出

荷時はＰ４にはジャンパ設定されていないため割り込みは使用しません。

割り込みレベル ジャンパポストＰ４

ＩＲＱ５ ５－６　    接続

ＩＲＱ１０ ４－７　    接続

ＩＲＱ１１ ３－８　    接続

ＩＲＱ１２ ２－９　    接続

ＩＲＱ１５ １－１０　　接続

ホストＣＰＵは、エラーステータスレジスタを読み出すことで異常の内容

を知ることができます。エラーステータスレジスタは読み出し専用の８ビッ

トレジスタです。エラーステータスレジスタのビット割り当ては以下のよう

になっています。エラーを検出したビットがホストＣＰＵから読み出すと

“１”になります。同時にＡＳ－８４１０上に設けられたエラー表示ＬＥＤ

の所定のビットが点灯します。なおジャンパポストＰ３の設定によって監視

対象から外された項目については常に０（エラーなし）となります。

割り込みサービスへの移行をＡＳ－８４１０に通知するため、エラーステ

ータスレジスタを読み出したら割り込みアクノリッジコード（０Ｆｈ）をコ

マンドポートに書きこんで下さい。この書きこみにより割り込み要求信号が

解除されます。
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割り込みを使用しない場合でもエラーステータスレジスタの内容は現在の

エラー状況を反映していますのでホストＣＰＵは現在の状態を知ることがで

きます。

エラーステータスレジスタのビット割り当て

ビット０ ＋５Ｖ電源異常

ビット１ ＋１２Ｖ電源異常

ビット２ －１２Ｖ電源異常

ビット３ －５Ｖ電源異常

ビット４ 基板温度異常

ビット５ 外部温度センサ異常

ビット６ ファン１　停止

ビット７ ファン２　停止

２・４　ウオッチドッグタイマの設定

ＡＳ－８４１０にはウオッチドッグタイマ機能（以下ＷＤＴと略）があり、

ホストＣＰＵがある一定期間以内にＷＤＴポート（書き込み専用ポート）へ

の書き込みを行わなかった場合に、ホストＣＰＵのプログラムが暴走したと

判断してホストＣＰＵに対しリセット信号を発行することが可能となってい

ます。ＷＤＴを有効にするには下記のようにジャンパポストＰ５の希望する

時間のいずれか１箇所をジャンパ接続します。加えてホストＣＰＵからＡＳ

－８４１０のコマンドポートへＷＤＴイネイブルコマンド（０Ｅ１ｈ）の書

き込みが必要です。一度イネイブルにした場合、電源が切れるまでイネイブ

ル状態となります。イネイブルにした場合はユーザプログラムの中で指定し

た時間以内にウオッチドッグタイマポートへのウオッチドッグタイマクリア

コマンド（０Ａ５ｈ）の書き込みを行う必要があります。指定時間以内にウ

オッチドッグタイマポートへの書き込みが行われなかった場合もしくは書き

込んだデータがＷＤＴクリアコマンド（０Ａ５ｈ）以外の場合に、ホストＣ

ＰＵのプログラムが暴走したと見なしてホストＣＰＵに対しリセット信号が

発行されます。
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リセット信号はＪ７の２ピンコネクタに出力されます。信号形式は、オー

プンコレクタでリセット時にＯＮする負論理信号です。

出荷時は、ジャンパポストＰ５は無接続となっておりＷＤＴは無効となっ

ています。

時間の選択 ジャンパポストＰ５

ＷＤＴ時間（１秒） １－８　接続

ＷＤＴ時間（２秒） ２－７　接続

ＷＤＴ時間（４秒） ３－６　接続

ＷＤＴ時間（８秒） ４－５　接続

      １   ２

      □   □          Ｊ７ リセット信号出力コネクタ

     Reset  Gnd

２・５　ＢＩＯＳ ＰＯＳＴコード表示機能

ＡＳ－８４１０上の２桁７セグメントＬＥＤ表示器はホストＣＰＵのＢＩ

ＯＳプログラムでＰＯＳＴコードを発行している内容を表示しています。具

体的にはＩ／Ｏポート８０ｈ番地へのホストＣＰＵからの書き込みをラッチ

して１６進数２桁でＬＥＤ表示します。ＰＯＳＴコードの意味は各ＢＩＯＳ

メーカで異なりますので、ＢＩＯＳメーカの資料を参照して下さい。

ＢＩＯＳではなくユーザプログラムで直接Ｉ／Ｏポート８０ｈ番地へ１バ

イトのデータを書き込んでも７セグメントＬＥＤに表示されますので、ユー

ザプログラムのデバッグ時などに用いると便利です。

ＢＩＯＳ ＰＯＳＴコード表示機能は常に有効となっておりジャンパ設定

は必要ありません。
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２・６　ＲＳ２３２ポート

ＡＳ－８４１０は異常を検出した場合、Ｊ１のＲＳ２３２ポートからエラ

ー・コードを別のシステムに対し送信することが可能です。送信内容は、下

記のようになっておりエラー条件が解除されるまで約１．５秒間隔で文字列

を送信します。複数の異常が発生している場合は、それぞれの文字列が送信

されます。

送信速度は９６００ｂｐｓで８ビットパリティなし１ストップビットの非

同期通信で行います。

ＲＳ２３２ポートからのエラー条件送信を行う場合、ジャンパポストＰ７

の１番ピンと６番ピンをジャンパ接続して下さい。出荷時は無接続となって

おり、ＲＳ２３２ポートからの送信は行われません。Ｐ７のジャンパ接続を

した状態でＲＳ２３２ポートを無接続にすると、ＡＳ－８４１０上のシリア

ルポートが送信待ちで動作が停止しますので注意して下さい。

（１）　＋５Ｖ電源異常

 ＥＲＲＯＲ　＋５Ｖ cr lf

 

（２）　＋１２Ｖ電源異常

 ＥＲＲＯＲ　＋１２Ｖ cr lf

 

（３）　－１２Ｖ電源異常

 ＥＲＲＯＲ　－１２Ｖ cr lf

 

（４）　－５Ｖ電源異常

 ＥＲＲＯＲ　－５Ｖ　cr lf

 

（５）　基板温度異常

 ＥＲＲＯＲ　ＣＡＲＤ　ＴＥＭＰ　cr lf

 

（６）　外部センサ温度異常

 ＥＲＲＯＲ　ＥＸＴ　ＴＥＭＰ cr lf
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 （７）　ファン１回転異常

 ＥＲＲＯＲ　ＦＡＮ１ cr lf

 

（８）　ファン２回転異常

ＥＲＲＯＲ　ＦＡＮ２ cr lf

　　　　　注：ｃｒはキャリッジリターンコード（０Ｄｈ）、

　　　　　　　ｌｆはラインフィードコード（０Ａｈ）です。

ＲＳ２３２ポートはトランシーバのＩＣをＳＮ７５１１７８（別売オプシ

ョン部品）に交換することでＲＳ４２２差動通信方式に変更することができ

ます。変更する場合、Ｕ１のＭＡＸ２３２（もしくは同等品）をソケットか

ら抜いて、Ｕ２にＳＮ７５１１７８を搭載します。必ず、どちらか一方を搭

載するようにして下さい。２個とも実装した状態で電源を投入するとＩＣが

破壊されますので注意して下さい。

Ｊ１のピン番号 ＲＳ２３２の場合 ＲＳ４２２の場合

　　　　　１ 無接続 ＴｘＤ（＋）

　　　　　２ ＲｘＤ ＲｘＤ（＋）

　　　　　３ ＴｘＤ 無接続

　　　　　４ 無接続 無接続

　　　　　５ ＧＮＤ ＧＮＤ

　　　　　６ 無接続 ＴｘＤ（－）

　　　　　７ ＲＴＳ ＲｘＤ（－）

　　　　　８ ＣＴＳ 無接続

　　　　　９ 無接続 無接続

１

６

５

９
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ＤＯＳ／Ｖパソコン等の９ピンＲＳ２３２ポートと接続する場合は、両端

に９ピンコネクタの付いたクロスケーブルを使用して下さい。

２・７　外部温度センサの接続方法（オプション機能）

基板温度センサは、ＬＭ７８内部の温度センサを使用しておりＡＳ－８４

１０カードの温度を検出しています。また、基板外のＣＰＵチップや安定化

電源などの温度を検出することができるように外部温度センサを１個接続す

ることができるようになっています。

温度センサとしてナショナルセミコンダクタ社製のＬＭ３５ＤＺを使用し

ます。温度センサはＪ３の３ピンコネクタに接続します。コネクタのピン番

号は以下のようになります。ＬＭ３５ＤＺの３ピン端子にそれぞれ接続すれ

ばよく、センサの電源はＡＳ－８４１０から供給します。ＬＭ３５ＤＺの扱

いについてはナショナルセミコンダクタ社のデータシートを参照して下さい。

　　　　１　２　３

　　　　□　□　□　　　Ｊ３　外部温度センサ接続コネクタ

　　　　V+ Vout Gnd

２・８　ファン回転検出の接続方法

ファンの回転検出は基板上の３ピンコネクタＪ４とＪ５に接続します。Ｊ

４がファン１、Ｊ５がファン２用のコネクタです。回転検出のパルス信号は、

ＡＳ－８４１０上で＋５Ｖにプルアップされていますので、ファン側はオー

プンコレクタもしくはオープンドレインの信号で駆動して下さい。

Ｊ４、Ｊ５コネクタには、＋１２ＶおよびＧＮＤが接続されていますので、

１２Ｖで回転するファンの場合、この端子を使用すれば接続ケーブルの作成

が容易です。なお、ファン側のピン番号割り当てはファンメーカで異なって

いますので注意して下さい。

ファン電流としては、１個あたり１２Ｖ２００ｍＡまで供給可能です。

　　　　 １  ２  ３

         □  □  □      Ｊ４、Ｊ５ 外部ファンコネクタ

         Gnd +12V FAN-pulse
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２・９　フラッシュメモリディスク（オプション機能）

ＡＳ－８４１０には、Ｍ－ＳＹＳＴＥＭＳ社製 Disk On Chip ２０００タ

イプのフラッシュ・メモリ・ディスク・モジュールを 1個搭載することが可

能です。フラッシュ・メモリ・ディスクはホストＣＰＵの拡張ＢＩＯＳエリ

アを８ｋバイト占有します。

ジャンパポストＰ６で拡張ＢＩＯＳエリアのどこをフラッシュメモリディ

スク用に使用するかを設定します。設定可能な空間は、Ｃ００００ｈからＤ

ＦＦＦＦｈまでの１２８ｋバイトの中でシステムが使用していない空間を選

択します。例えば、Ｄ００００ｈ番地から使用するとすれば、Ｐ６の１－１

０、２－９、３－８、５－６を接続します。ＤＯＣ２０００を搭載しない場

合は、ジャンパポストＰ６はすべて無接続のままとして下さい。

ＤＯＣ２０００モジュールは、２Ｍバイトから７２Ｍバイトまでの製品が

ありシステムの必要容量にあわせて選択することができます。ＤＯＣ２００

０モジュールの入手法および使い方については山下システムズ㈱までお問い

合わせ下さい。

　ジャンパポストＰ６の設定

　１□  □10   address bit １３   (接続するとこのビットが０で選択)

　２□  □９   address bit １４  （     〃      ）

　３□  □８   address bit １５  （     〃      ）

　４□  □７   address bit １６  （     〃      ）

　５□  □６   DOC2000 イネイブル　(DOC2000 を搭載するとき接続)

２・１０　１ビット外部出力ポート

ＡＳ－８４１０からフォトＭＯＳカプラによってアイソレートされた１ビ

ットの出力ポートが設けられています。Ｊ２コネクタにＭＯＳ－ＦＥＴのド

レインとソースの端子が出力されています。通常この出力はＯＦＦ状態です

がいずれかの異常を検知した場合に出力がＯＮします。外部に電子ブザー等

を接続しておくことで作業者に対し異常を知らせることが可能となります。

出力回路の電流容量は１５０ｍＡ最大（耐圧２４Ｖ）です。
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２・１１　１ビット外部入力ポート

ＡＳ－８４１０にはフォトＭＯＳカプラによる１ビットのアイソレート型

入力ポートが設けられています。Ｊ２コネクタにはＬＥＤのアノードとカソ

ードが２．２ｋΩの電流制限抵抗経由で接続されています。外部から駆動す

るには約１２Ｖで駆動するのが適切です。ＡＳ－８４１０ファームウエア Ｖ

１．０ではこの入力を使用していませんが、ユーザ側でプログラムを追加す

ることにより外部異常条件の読み込み等に使用することが可能です。

Ｊ２のピン番号 機能

１ 出力ポート（＋側） ＭＯＳＥＥＴ

２ 出力ポート（―側） ＭＯＳＥＦＴ

３ 入力ポート（＋側） ＬＥＤアノード

４ 入力ポート（―側） ＬＥＤカソード

５～９ 無接続

    Ｊ２のピン番号

２・１２　オプション ジャンパ ポスト

６ピンのジャンパポストＰ７の２，３，４，５番ピンは、ＡＳ－８４１０

カードの製造時の動作検査用に割り当てられています。ユーザ側で使用する

場合は必ず無接続としておいて下さい。

２・１３　オプションメモリ

将来の拡張に備えて９３Ｃ４６タイプの８ピンのＥＥＰＲＯＭを搭載する

ことが可能となっています。なお、ＡＳ－８４１０ファームウエア Ｖｅｒ．

１．００ではサポートしていません。

１

６

５

９
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第３章　情報の入手について

ＡＳ－８４１０を出荷時の機能のまま使用する場合は、問題ありませんが、

機能の追加や変更をしたい場合、添付フロッピーにファームウエアのソース

コードが入っています。ユーザ側で変更して使用することは構いませんが、

変更に伴う不具合やカード上の素子の破損につきましては対応致しかねます

のでご了承下さい。なおファームウエア等に関しては当社ホームページで随

時アップデートしていく予定です。

www.misnet.co.jp

またご質問等がありましたら、以下のメールアドレスにお願い致します。

tech@misnet.co.jp

ＡＳ－８４１０で使用しているＬＳＩの情報は、著作権の関係で同封する

ことができませんが以下のような各メーカのインターネットホームページか

らデータシート等が入手可能です。

● ＫＬ５Ｃ８０Ａ１６について

www.kawatetsu-lsi.co.jp

● ＬＭ７８、ＬＭ３５について

www.national.com

● ＤＯＣ２０００について

www.m-system.com


